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活き一票を投じる人たち　（12月5日執行の総選挙から）

二三三一一二一　一二二÷－i一二1－：三：・－

12月のこよみ

人　　口　10．805人（＋63）

男　　　　5，159　（＋39）

女　　　　5，646　（＋24）

世帯数　　2．073戸（＋17）

（）内は前月比
」＿＿＿一二＿＿＿＿＿＿＿

節5
　
日
　
　
選
挙
投
票
日

鮪
　
日
　
　
ク
リ
ス
マ
ス

3
1
　
日
　
　
大
み
そ
か

花
　
暦
　
　
す
い
せ
ん
（
う
ぬ
ぼ
れ
）

誕
生
石
　
　
ト
ル
コ
石
（
成
功
）

1
2
月
の
書
簡
用
語

年
末
、
歳
末
、
こ
か
ら
し

霜
夜
、
新
雪
、
寒
冷
の
候

本
年
も
余
日
な
く

走
（
し
わ
す
）

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま

わ
る
の
で
師
走
。
俗
に
極
月
の
字

を
用
い
て
。
し
わ
す
′
と
も
い
う



第194号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」（2）

別

飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、飲ませない

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
こ
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
さ
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
た
め
に
1
月
1
5

日
に
記
念
行
事
を
行
な
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
は
次
の
方
々
で
す
が
記
蛾
洩
れ
の
方
、
誤
記
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
謹
し
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
御
面
倒
な
が
ら
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

尚
、
記
念
行
事
と
し
て
福
岡
県
立
社
会
保
育
短
大
助
教
授
小
関
康
文
先

生
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

島
　
津
（
男
3
、
女
0
、
計
3
）

上
田
　
宏
孝
　
矢
野
　
勝

矢
野
　
琢
磨

若
　
松
（
男
0
、
女
3
、
計
3
）

入
江
　
裕
子
　
　
田
原
　
恵
子

山
下
　
和
子

鬼
　
津
（
男
1
、
女
2
、
計
3
）

青
木
　
華
子
　
堂
沢
　
蒲
次

ノ
棄
　
香
代
子

尾
　
崎
（
男
4
、
女
1
、
計
5
）

佐
々
木
ひ
さ
の
　
林
　
秀
美

林
　
啓
二
　
　
用
澤
　
義
則

山
口
　
昭
司

府
（
男
的
、
女
3
、
計
1
3
）

井
上
　
秀
秘
　
生
見
　
尚
恵

伊
藤
一
夫
　
栗
岡
　
英
次

粟
屋
　
哲
吹
　
田
中
　
幸
子

高
田
　
冶
代
　
永
田
　
賀
幸

漬
松
　
誠
　
　
柳
野
　
末
良

柳
野
　
克
信
　
　
弥
永
　
浩
司

吉
川
　
稔

千
代
丸
（
男
0
、
女
2
、
計
2
）

松
浦
　
里
子
　
山
中
　
俊
枝

今
古
賀
（
男
2
、
女
1
、
計
3
）

加
藤
　
幸
次
　
徳
永
美
津
代

藤
村
　
治

上
別
府
（
男
2
、
女
3
、
計
5
）

牛
久
保
　
等
∴
∴
電
照
　
傍

高
椋
　
芳
子
　
永
野
自
記
子

で
山
中
　
悦
子

若
葉
台
（
男
1
、
女
0
、
計
1
）

丸
尾
　
重
次

虫
生
津
（
男
5
、
女
3
、
計
8
）

有
元
　
順
一
　
小
松
　
良
子

古
賀
　
英
俊
　
　
純
手
　
秀
幸

吉
野
一
案
　
　
蕃
∴
∴
次
男

窪
・
∴
種
子
　
　
毛
利
公
弥
子

東
　
町
（
男
3
、
女
2
、
計
5
）

描
煎
　
康
子
　
　
坂
田
　
善
樹

竹
野
　
実
朝
　
守
塚
∴
勝

吉
井
伊
満
子

西
　
町
（
男
0
、
女
4
、
計
4
）

岩
本
か
よ
子
　
　
大
山
　
高
子

坂
本
み
ど
り
　
　
松
下
ノ
リ
子

浅
　
木
（
男
6
、
女
ら
、
計
Ⅱ
）

有
害
　
啓
示
　
一
日
　
勝
江

石
松
　
渉
　
　
末
松
美
奈
子

高
木
　
朋
子
　
　
谷
口
　
隆

浪
松
は
ぎ
ゑ
　
藤
田
　
英
機

横
灘
　
正
志
　
　
鹿
川
智
恵
子

坂
口
　
成
載

老
　
良
（
男
2
、
女
4
、
計
6
）

井
上
　
初
美
　
石
井
　
京
子

北
原
　
涼
子
　
　
添
田
　
寿
徳

田
中
　
経
久
　
丸
井
　
礼
子

木
　
守
（
男
8
、
女
3
、
計
Ⅱ
）

石
田
ま
す
み
　
　
占
部
費
恵
美

梅
谷
　
博
之
　
　
大
村
　
禎
二

白
石
　
雅
昭
　
白
木
　
敏
明

白
木
得
地
男
　
小
林
　
典
子

近
松
　
伸
二
　
　
森
永
　
康
夫

毛
利
由
美
子

遠
賀
川
（
男
5
、
女
1
2
、
計
1
7
）

入
江
ら
づ
ろ
　
　
泉
原
　
文
明

太
田
　
滞
彰
　
奥
田
　
秀
三

柴
田
　
鼻
　
　
白
石
　
日
子

瀬
井
ち
は
る
　
　
谷
口
　
喧
樹

竹
森
　
節
子
　
　
永
野
　
和
子

野
澤
　
京
子
　
林
　
恵
子

平
野
さ
か
え

三
浦
　
礼
子

村
木
真
理
子

新
　
町
（
男
4
、

上
村
　
潔

川
越
ひ
と
み

中
間
　
敏
子

波
田
な
み
え

莫
武
　
義
治

松
岡
久
美
子

通
庭
　
克
子

女
6
、
計
1
0
）

恩
田
志
津
江

立
石
　
康
司

薙
野
　
浩

松
尾
　
邦
子

吉
光
　
規
子

旧
　
傭
（
男
5
、
女
4
、
計
9
）

香
川
　
芳
醇
　
　
木
村
　
幹
雄

蔵
本
香
代
子
　
　
添
田
　
明
美

田
中
恵
美
子
　
　
高
瀬
　
弘
美

古
海
　
導
一
　
宮
下
　
幸
雄

向
井
　
義
幸

広
　
漠
（
男
7
、
女
6
、
計
1
3
）

荒
木
　
誠
　
　
　
石
橋
　
初
美

小
野
　
常
雄
　
　
川
寄
　
和
世

川
寄
多
賀
生
　
　
梅
原
由
紀
成

小
長
谷
美
代
　
　
柴
田
　
元
碁

徳
主
　
都
引
　
　
松
本
久
美
子

三
池
　
成
子
　
吉
永
美
連
枝

松
本
　
国
堤

根
ノ
本
（
男
1
、
女
1
、
計
2
）

柴
田
　
博
彦
　
　
柴
田
由
美
子

通
　
電
（
男
0
、
女
1
、
計
1
）

山
下
　
博
美

白
水
棄
（
男
5
、
女
0
、
計
5
）

出
口
　
恕
治
　
　
高
江
綱
目
則

松
尾
　
善
階
　
　
妹
尾
　
益
利

大
酒
　
宏

総
　
計
（
男
7
5
、
女
6
6
）
関
大

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

1
－
－
年
末
年
始
の

交

通

安

全

1

飲
酒
運
転
は
な
ぜ
危
な
い
か

o
注
意
力
が
に
ぷ
く
な
り
ま
す

。
見
る
範
囲
が
せ
ま
く
な
り
ま
す

o
反
応
す
る
動
作
が
に
ぷ
く
な
り
ま
す

。
誤
っ
た
動
作
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
に
ぷ
く
な
り
、
恐
怖

感
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と

し
て
大
事
故
を
起
し
、
死
亡
や
大
ケ

ガ
と
な
り
ま
す

飲
酒
運
転
は
致
死
率
が
商
い
の
で
す

発
生
件
数
千
件
当
り
の
死
者
数
は
、

全
事
故
の
1
2
名
に
対
し
、
飲
酒
事
故
で

は
3
8
名
と
実
に
3
倍
以
上
の
高
い
比
率

を
示
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
は

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲

ま
な
い
を
励
行
し
、
酒
の
出
る
と
こ
ろ

へ
は
草
を
運
転
し
て
行
か
な
い
、
飲
ん

だ
時
は
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
。

家
庭
で
は

酒
席
に
は
車
で
行
か
せ
な
い
。
運
転

者
に
は
酒
を
出
さ
な
い
等
の
「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、

飲
ま
せ
な
い
」
の
飲
酒
運
転
3
な
い
運

動
を
推
進
さ
せ
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し

ま
し
ょ
え
ノ
。



第194号（8）広報「おんが」

みんなで守ろ　う、こ　ど　も　と老人

〝
国
民
年
金
保
険
料
の
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〝

※
役
場

役
場
の
事
務
は
例
年
の
と
お
り
、
1
2

月
2
8
日
午
前
中
で
「
御
用
納
め
」
を

い
た
し
ま
す
。

l
月
3
日
ま
で
は
窓
口
一
般
事
務
は

取
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
特

に
印
鑑
証
明
、
声
簿
謄
抄
本
、
転
出

証
明
な
ど
は
1
2
月
2
8
日
以
降
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
必
要
な
方
は
早

目
に
用
件
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
声
籍
の
受
付
（
出
生
届
、
死

亡
届
）
に
つ
い
て
は
、
当
恒
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
老
人
憩
の
家

年
末
、
年
始
は
1
2
月
2
9
日
か
ら
l
月

4
日
ま
で
老
人
憩
の
家
は
休
館
い
た

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

※
昭
和
5
2
年
瞳
歳
末
た
す
け
あ
い

歳
末
だ
す
け
あ
い
は
、
本
年
で
飾
回

目
を
迎
え
ま
す
。
み
よ
り
の
な
い
老

人
や
心
身
障
害
児
（
者
）
な
ど
の
在

宅
対
象
家
庭
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
の
福
祉
問
題
を
か
か
え
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
人
々
が
、
そ
ろ
っ
て
明

る
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

皆
様
の
健
力
活
動
で
強
力
に
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
募
金
期
間

1
2
月
l
日
～
1
2
月
3
1
日

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
急
病
セ
ン
タ
ー

1
2
月
3
1
日
と
正
月
の
1
日
間
、
臨
時

の
急
病
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
遠
賀
中
間
医
師
会
の
御
磁
力

を
得
て
、
遠
賀
郡
4
町
と
中
間
市
が

共
同
で
設
け
る
売
の
で
、
受
診
者
は

急
病
で
や
む
を
得
な
い
方
に
限
り
ま

す。お
酒
の
飲
み
す
ぎ
や
、
正
月
以
後
に

診
察
を
受
け
て
も
よ
い
よ
う
な
侵
陸

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る

方
は
次
の
事
を
御
承
知
下
さ
い
。

▼
診
察
は
「
有
料
」
で
す
。

▼
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険

者
証
又
は
、
生
活
保
護
証
。

老
人
医
療
、
乳
幼
児
医
療
を
受
け

て
い
る
人
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
と
老
人
又
は
乳
幼
児
医
療
証
を

必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

▼
往
診
は
原
則
と
し
て
し
ま
せ
ん
。

▼
開
設
場
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻

町
顛
末
、
町
民
会
館
前
）
電
話
0

9
3
　
（
6
9
1
）
4
1
6
1
ま
た

は
0
6
2
9

▼
開
設
期
間

5
1
年
1
2
月
3
1
日
～
5
2
年
1
月
3
日

▼
診
旗
時
間

o
1
2
月
3
1
日
、
1
月
1
日

1
2
時
～
1
8
時

。
1
月
2
日
、
3
日

1
0
時
～
1
8
時

老
令
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

等
を
受
け
ろ
た
め
に
は
、
被
保
険
者
期

間
（
2
0
歳
か
ら
0
0
蔵
に
な
る
ま
で
）
に

つ
い
て
の
保
険
料
の
納
付
義
務
が
問
わ

れ
ま
す
。
保
険
料
の
わ
ず
か
は
滞
納
の

た
め
、
陪
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
老
令
年
金

の
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
決
め
ら

れ
た
納
付
期
限
ま
で
必
ず
納
付
す
る
よ

う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
期
分
（
4
－
6
月
分
）
6
月
末
日
ま
で

二
期
分
（
1
－
9
月
分
）
9
月
末
日
ま
で

二
期
分
（
1
0
～
1
2
月
分
）
1
2
月
2
8
日
ま
で

四
期
分
（
1
－
3
月
分
）
3
月
末
日
ま
で

〝
思
い
ち
が
い
が
な
い
よ
う
に
．

現
在
お
年
よ
り
の
方
で
保
険
料
を
納

め
な
い
で
、
老
令
福
祉
年
金
を
う
け
て

い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
く
て
も
、
ま
た
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
、
和
議
に
な
れ
ば
福

祉
年
金
が
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
る
人

が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
ま
ち
か
い

で
、
保
険
料
を
納
め
な
い
で
老
令
福
祉

年
金
を
も
ら
え
ろ
の
は
明
治
4
4
年
4
月

l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。

そ
れ
以
外
の
幻
蔵
以
上
の
人
は
被
用
者

年
金
に
加
入
し
な
い
か
ぎ
り
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
、
将
来
の
た
め
に
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
引
上
げ
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
が
左
記
の
と
お
り

引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

。
昭
和
5
2
年
1
月
か
ら
月
額
二
千
二
百

円
（
現
行
千
四
百
円
）

o
昭
和
5
3
年
4
月
か
ら
月
額
二
千
五
百

円。か
繰
上
げ
譜
求
は
慎
重
に
。

老
令
年
金
は
、
6
5
歳
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
宿
望
す
れ
ば
0
0
歳
以
上
の
方

は
繰
上
げ
（
通
算
老
令
年
金
を
含
み
五

年
年
金
は
除
く
）
て
支
給
を
う
げ
ろ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
の
繰
上
げ

支
給
は
、
一
生
を
通
じ
、
年
金
額
が
次

の
よ
う
に
減
額
さ
れ
ま
す
。（減額率）

0
0
0
蔑
以
上
飢
歳
末
満
　
4
2
％

臼
飢
歳
以
上
6
2
歳
未
満
　
　
摘
％

㊤
6
2
歳
以
上
6
3
歳
未
満
　
　
2
8
％

⑱
6
3
歳
以
上
6
4
歳
未
満
　
　
2
0
％

⑪
錐
歳
以
上
6
5
歳
未
満
　
　
Ⅱ
％

統
裁
に
な
れ
ば
本
来
の
年
金
額
に
な
る

と
思
い
違
い
を
さ
れ
て
い
る
受
給
者
が

多
数
い
ま
す
。
な
る
べ
く
6
5
歳
か
ら
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

1
年
末
年
始
の
火
災
予
防
　
－

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
忘
年

会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
新
年

会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、
や

や
も
す
る
と
タ
バ
コ
の
火
や
暖
房
な
ど

火
の
取
扱
い
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
、
年
末
の
忙
し
さ
に
ま
ざ
れ

て
「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
が
ら
で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
事
を
出
さ
な
い
た
め

▽
タ
バ
コ
は
、
投
げ
す
て
置
き
忘
れ
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く
取
扱

い
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
す
る
時
、
就
寝
す
る
と
き
は
、

火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
火
に
備
え
て

▽
常
に
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

◎
火
事
に
な
っ
た
ら

▽
い
ち
早
く
1
1
9
番
で
、
場
所
、
目

標
、
状
況
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
わ
り
の
人
に
大
声
で
火
車
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

※
管
内
火
災
救
急
発
生
状
況

（
5
1
年
l
月
～
1
0
月
）
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－
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税

国
民
年
金

納
期
限
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

納
期
限
　
1
2
月
2
7
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

」
戸
籍
謄
本
の
請
求
に
は

「
使
用
日
的
」
を
明
ら
か
に
。

去
る
1
2
月
1
日
か
ら
声
簿
謄
本
等
の

交
付
詣
求
の
し
か
た
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
の
理
由
は
、
戸
籍
を
不
当
に

利
用
し
て
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
他
人
の
戸
籍
や
除
籍
の
謄
本

等
を
請
求
す
る
と
き
は
、
「
請
求
の
事

由
」
つ
ま
り
何
の
目
的
に
使
用
す
る
か

を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
も
し
、
そ
の
請
求
が
不

当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
戸
籍
、
除
籍
の
閲
覧
は
、
で

き
な
ノ
ヽ
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
の
手

数
料
は
、
必
ず
現
金
重
曹
か
、
郵
便
局

の
定
額
小
為
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（御注怠）

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
事

由
を
示
し
て
、
声
簿
の
謄
本
等
の
交
付

を
受
け
た
と
き
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

衛
生
係
か
ら

※
乳
児
相
餓

期
日
　
　
1
2
月
豹
日
（
月
）

1
月
1
7
日
（
月
）

時
間
　
　
1
0
時
～
日
時
0
0
分

場
所
　
　
役
場
保
健
室

持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
職
月
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

▽
も
え
ろ
ゴ
ミ

1
2
月
綱
目
ま
で
平
常
収
集

豹
－
5
0
日
は
町
内
全
域
収
集

▽
も
え
な
い
ゴ
ミ

1
2
月
8
日
（
水
）
平
常
収
集
日

1
2
月
幻
日
（
月
）
踵
時
収
集
日

▽
大
型
ゴ
ミ

1
2
月
2
2
日
（
水
）
平
常
収
集
日

※
し
尿
の
臨
時
く
み
振
り
に
つ
い
て

年
末
年
始
ほ
く
ろ
取
り
業
務
を
休
み

ま
す
の
で
、
く
み
取
り
予
定
日
が
月

初
め
の
方
、
そ
の
他
菌
情
の
あ
る
方

で
、
臨
時
く
み
取
り
を
詩
聖
さ
れ
る

方
は
、
1
2
月
柳
日
ま
で
に
衛
生
係
ま

で
印
鑑
持
参
の
上
申
込
ん
で
下
さ

い
。
料
金
は
臨
時
料
金
で
す
。

遠
賀
町
の
選
挙
結
果

遠
賀
町
で
は
、
1
2
月
5
日
の
総
選
挙

に
有
旛
者
の
約
％
に
当
る
6
7
1
2
人

が
清
さ
一
票
を
投
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
衆
議
院
議
員
各
候
補
者
の
得

票
数
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

上
村
　
正
敏
　
　
　
　
2
5
票

松
本
　
七
郎
　
　
7
5
6
票

ま
つ
ふ
じ
淳
　
　
　
　
7
4
葉

三
原
　
朝
雄
　
　
3
5
2
2
票

た
が
や
英
検
　
　
　
5
2
6
票

田
代
　
文
久
　
　
　
6
1
8
菓

宮
田
　
早
苗
　
　
4
6
8
票

大
橋
　
敏
雄
　
　
　
6
5
9
票

無
効
扱
票
数
　
　
　
　
6
4
票

自
動
車
保
険
相
談

日
曜
、
祝
祭
日
を
除
い
た
毎
日
、
午

前
8
時
半
～
午
後
4
時
半
（
土
曜
日
は

正
午
ま
で
）
ま
で
、
小
倉
北
区
紺
屋
町

明
治
生
命
ビ
ル
内
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
暗
話
5
4
1
の
1
5
3

1
）
で
、
自
動
車
保
険
相
談
を
無
料
で

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
店
等
を
利
用
さ
れ
料
金
支
払

の
際
に
、
公
給
領
収
証
を
必
ず
う
け
と

っ
て
納
税
義
務
を
果
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
は
1
人

1
回
の
飲
食
料
金
が
千
七
百
円
以
下
は

免
税
、
旅
館
に
つ
い
て
は
1
人
1
泊
三

千
四
百
円
以
下
は
免
税
で
す
。

源
泉
所
得
の
年
末
田
並

説
明
会
に
つ
い
て

本
年
の
年
末
開
韮
説
明
会
は
、
日
月

節
目
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
質
問
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
若
松
税
務
事
務
所

へ
若
松
区
白
山
1
丁
目
2
番
3
号
、
短

詩
7
6
1
の
2
5
3
6
）
ま
で
お
尋
ね

下
さ
い
。☆

募
集
中

※
5
2
年
度
職
業
訓
練
生

詳
細
は
、
声
畑
区
東
大
谷
2
丁
目
1

番
1
号
、
感
話
0
9
3
（
8
8
1
）

3
3
9
3
の
声
畑
高
等
職
業
訓
練
校

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
北
九
州
工
業
高
著
専
門
学
校
学
生

詳
細
は
、
小
倉
南
区
大
字
志
井
1
4

0
番
地
、
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学

校
学
生
課
教
務
係
へ

※
自
治
医
科
大
学
学
生

詳
細
は
、
栃
木
県
河
内
郡
南
河
内
町

薬
師
寺
3
3
1
1
の
1
、
自
治
医
科

大
学
教
務
課
へ

※
女
子
事
務
員

詳
細
は
、
芦
屋
町
大
字
芦
屋
1
4
4

8
番
地
、
砲
話
0
9
3
　
（
2
3
）
0

4
0
2
、
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
へ

☆
開
　
催

※
防
火
笛
理
者
資
格
畷
得
講
習
会

詳
細
は
、
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

水
道
工
事
当
番
店
（
1
2
月
分
）

▽
福
田
工
務
店

l
、
5
、
9
、

努
、
約
日

▽
高
崎
工
務
店

2
、
6
、
1
0
、

飾
、
0
0
日

▽
佐
伯
工
事
店

3
、
7
、
m
、

鮪
、
3
1
日

短
詩
㈲
0
1
6
8

1
3
、
1
7
、
2
1
日

砥
話
的
1
6
2
5

膿
、
1
8
、
2
2
日

題
詩
㈲
0
1
1
0

1
5
、
鳩
、
鉛
白

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
周
一
0
4
背
黒
驚

4
、
8
、
1
2
、
鳩
、
豹
、
狐
、
郷
日

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
丸
尾
重
吉
殿

（
若
葉
台
）
丸
尾
　
重
　
機

故
桜
田
キ
マ
殿

（
新
町
）
　
鈴
木
理
一
様

故
柳
野
貝
酒
殿

（
別
府
）
　
柳
野
道
孝
∴
態

故
藤
原
ユ
ミ
殿

（
浅
木
）
　
藤
原
日
義
　
様

ま
た
、
末
寺
昔
年
団
よ
り
社
会
福
祉

協
諒
会
へ
義
援
金
を
頂
き
ま
し
た
。

年
末
た
す
け
あ
い
募
金
と
合
わ
せ
有

意
義
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
」
は
、

休
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


